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10 2014（平成26年）

国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月10日

国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月15日

国　税／�8月決算法人の確定申告

� （法人税・消費税等）�10月31日

国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日

国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間申告

� （年3回の場合）�10月31日

地方税／�個人の道府県民税及び市町村民税の第３期分

の納付� 市町村の条例で定める日

労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）� 10月31日

労　務／�労災の年金受給者の定期報告

� （7月〜12月生まれ）�10月31日

労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日

� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　従業員のために企業が掛金を拠出する（従
業員も拠出可能）企業型年金で、運用に応じ
て受取金額が決まります。全額損金算入され
る掛金には限度がありますが、本年10月1日
から、他の企業年金がない場合は月額5.5万円
（従来5.1万円）、他の企業年金がある場合は月
額2.75万円（従来2.55万円）に引き上げられます。

ワンポイント 企業型確定拠出年金

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

13日・体育の日
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10月号─2

　

近
年
高
ま
っ
て
い
る
中
小
企
業
の

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
二
〇
一
〇
年

に
実
施
し
た
環
境
問
題
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
見
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

◎
七
割
強
の
中
小
企
業
が
環
境
問
題

に
取
組
み

　

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
は
、
大
企

業
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
企
業
数

の
九
九
％
を
占
め
る
中
小
企
業
も
重

要
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
の
排
出
量
は
我
が
国
全
体
の
一
二・六

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
が
二
酸
化
炭
素
削
減
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

費
削
減
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
も
極

め
て
重
要
で
す
。

　

中
小
企
業
で
は
、「
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
三
七・三
％
、「
従
う

べ
き
法
律
や
条
例
は
な
い
も
の
の
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
一
九・二

％
と
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
の
割
合
は
五
六
・
五
％
と
実
に

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に「
法

律
や
条
例
に
従
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
二
〇・
三
％
を
加
え
る
と
、
七
割

強
の
中
小
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
環
境
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
小
企
業
の
う
ち
、
法
律

や
条
例
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
取
り

上
げ
て
み
ま
す
。

　

取
組
み
内
容
と
し
て
は
、「
廃
棄
物

の
削
減
」四
二
・
七
％
が
最
も
多
く
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
」

二
九
・
九
％
、「
包
装
・
梱
包
資
材
の

削
減
」
二
五・〇
％
、「
環
境
に
悪
影
響

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
化
学
物
質
の

利
用
の
削
減
」
二
〇・一
％
、
と
続
い

て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
の
導
入
・
利
用
の
よ
う
な
、
設
備

投
資
が
必
要
と
な
る
取
組
み
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
は
多
く
な
い

　

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
で
は
、「
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
原
材
料
の
使
用
」
一
九・〇

％
、「
機
械
や
備
品
に
関
し
て
で
き
る

だ
け
中
古
品
を
購
入
」一
八・
七
％
と
、

廃
棄
物
の
削
減
と
比
べ
る
と
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
原
材
料
を
使
う
と
費
用

が
か
さ
む
場
合
が
あ
る
こ
と
、
中
古

品
で
は
現
在
の
規
制
に
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
、
新
し
い
製
品
ほ
ど

省
エ
ネ
性
能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、「
廃

棄
物
の
削
減
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
の
割
合
は
、
建
設
業
が
四
九・四

％
と
約
半
数
を
占
め
最
も
多
く
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
」
で
は
運

輸
業
が
四
一・
〇
％
と
他
の
業
種
に
比

べ
る
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
取
組
み
の
動
機
は
「
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
」

　

取
組
み
を
始
め
た
動
機
と
し
て
は
、

「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
」
が
最
も
多
く

五
五
・
四
％
、「
企
業
の
社
会
的
責
任

と
し
て
」
三
九・一
％
、「
取
引
先
に
要

請
さ
れ
た
か
ら
」
二
二・九
％
、「
社
会・

地
域
貢
献
の
た
め
」
二
二・
二
％
、
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る

意
識
が
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
背

景
か
ら
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
は
中

小
企
業
に
も
拡
が
っ
て
い
る
と
言
え

中
小
企
業
の

　環
境
問
題
へ
の

　
　
　
　
　取
組
み

取り組みを始めた動機（複数回答）
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コスト削減のため

企業の社会的責任として

取引先に要請されたから

社会・地域貢献のため

取引先から要請があると予想されたから

競争上有利になると考えたから

環境問題を解決するビジネスをしているから

加入している団体の方針だから

その他
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ま
す
。

　

受
注
・
販
売
先
か
ら
環
境
問
題
に

対
し
て
の
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、

「
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
て
く
れ
た
」五
四
・
三
％
、

「
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
相
談
に

の
っ
て
く
れ
た
」
四
二
・
九
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
で
は
、
一

般
的
な
説
明
を
聞
い
て
も
実
際
に
ど

う
取
り
組
め
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
企
業
に
合
っ

た
個
別
具
体
的
な
指
導
や
支
援
が
有

効
な
よ
う
で
す
。

◎
取
組
み
の
苦
労
は
「
従
業
員
の
協

力
を
得
る
こ
と
」

　

取
組
み
に
当
た
っ
て
苦
労
す
る
の

は
「
従
業
員
の
協
力
を
得
る
こ
と
」

（
四
一
・
八
％
）
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
者
が
単
独
で
取
り
組

ん
で
も
効
果
は
上
が
ら
ず
、
従
業
員

全
員
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

実
際
に
仕
事
の
進
め
方
が
変
わ
る
場

合
、
従
業
員
の
意
識
を
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、「
目

標
を
立
て
て
、
達
成
し
た
従
業
員
の

表
彰
」
や
「
企
業
内
で
の
環
境
に
関

す
る
勉
強
会
」
な
ど
を
設
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
環
境
問
題
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に

し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
「
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
得
る
こ
と
」（
四
〇
・
三
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

環
境
問
題
の
取
組
み
で
成
功
し
て
い

る
中
小
企
業
か
ら
話
を
聞
く
、
環
境

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
雇
う
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
だ�

メ
リ
ッ
ト

　
「
目
立
っ
た
効
果
は
無
か
っ
た
」
が

三
二
・
九
％
で
、
残
り
の
六
七
・
一
％

は
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
い

ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
た
と
回
答

し
た
企
業
の
う
ち
最
も
多
い
の
が「
経

費
削
減
に
繋
が
っ
た
」の
四
〇・
五
％
。

次
に
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
た
」

の
二
一・一
％
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
等

を
会
社
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
、
環
境
問
題
に
配
慮
し
て
い
る

こ
と
を
対
外
的
に
示
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
「
従
業
員
が
自
発
的
に

仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」

は
一
一・
〇
％
で
、
従
業
員
か
ら
環
境

問
題
へ
の
提
案
を
受
け
実
践
す
る
こ

と
で
従
業
員
の
自
信
と
意
欲
の
向
上

に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、「
費
用
を
か
け
て
処
分
し

て
い
た
も
の
を
新
製
品
と
し
て
活
用

に
繋
げ
た
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
開
発
」
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
表
れ
た

企
業
も
あ
り
ま
す
。

◎
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
を
継
続
し

て
い
く
上
で
の
問
題
点

　

問
題
点
と
し
て
多
い
の
が
、
継
続

す
る
意
思
を
保
つ
の
が
難
し
い
と
す

る
回
答
で
「
環
境
へ
の
効
果
が
わ
か

り
に
く
い
た
め
」（
三
八
％
）、「
負
担

の
割
に
事
業
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
無
い

た
め
」（
三
三
％
）
を
挙
げ
て
い
る
ほ

か
、「
環
境
関
係
の
新
し
い
法
律
や
条

例
を
知
る
機
会
が
少
な
い
」（
一
八・四

％
）
な
ど
、
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る

と
す
る
企
業
割
合
は
七
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得

に
費
用
の
負
担
が
大
き
い
」
と
す
る

企
業
も
一
割
あ
り
ま
し
た
。

◎
今
後
の
方
針

　

中
小
企
業
で
は
今
後
、
取
組
み
を

拡
充
、
そ
れ
と
も
縮
小
し
た
い
の
で

し
ょ
う
か
。
結
果
を
み
る
と
、「
拡
充
」

三
三
・
八
％
、「
縮
小
」
二
・
四
％
、「
現

状
の
ま
ま
」
六
三
・
九
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

拡
充
し
た
い
取
組
み
と
し
て
挙
げ

る
の
が
、「
廃
棄
物
の
削
減
」（
六
六

％
）、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
」

（
四
六
％
）、「
包
装
・
梱
包
資
材
の
削

減
」（
三
五
％
）、「
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
資
材
の
使
用
」（
三
〇
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
拡
充
す
る
に
当
た

っ
て
の
設
備
投
資
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、「
必
要
に
な
る
」（
四
二
％
）、

「
必
要
で
は
な
い
」（
五
八
％
）
と
、
既

存
の
設
備
で
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
半

数
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
新
規
設
備

投
資
の
意
欲
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
を
継
続
・

拡
充
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
自
社
の
経
営
と
結
び
付
け
て
捉

え
既
存
の
業
務
を
見
直
す
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
現
状
か
ら
問
題
点
や

課
題
を
見
出
し
、
具
体
的
な
目
標
や

計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
こ
と
は
、

経
営
を
改
善
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。
個
々
の
中
小
企
業
は
、
大
企

業
と
比
べ
て
環
境
問
題
へ
の
取
組
み

の
影
響
は
小
さ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
企
業
数
の
九
九
％
を
占
め
て
い

る
中
小
企
業
に
よ
る
積
み
重
ね
は
大

き
く
、
今
後
も
積
極
的
な
取
組
み
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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　2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック開催に向けてホテル建設が増加して
います。また、外国人旅行客を日本へ呼び
込もうとの政府方針がありますから、当分、
この傾向は続くでしょう。
　ホテル業界では、早くもベテラン従業員
の引き抜きが行われています。
　一方では、利用客とホテル間のトラブル
も予想されますが、利用客、ホテル側の双
方の気付き合いにより防ぐことも可能です。
　クレームとして多いのは以下のようなも
のです。
①客室の清掃が不十分である。
　　浴槽に入って、ふと洗面台を見たら裏
側に洗剤が付着していた等

②備品のセットもれがある。
　　ツインルームなのに歯ブラシが一本し
か用意されていなかった等

③冷蔵庫の中に飲みかけのものがある。

　　前に泊まっていたお客様の飲みかけの
缶ビールがあった等
④所持品が紛失。客室係があやしい。
　　机の上に置いてあったと思う指輪がな
い等
　このようなクレームに対し、ホテル側は
以下のように考えています。
イ　ホテル業界は人手不足です。ホテル側
としては黙ってお客様が遠のくより、い
たらない点は我慢せず指摘してもらいた
い。
ロ　ホテル側は、備えつけの歯ブラシやひ
げそり等備品一式は全て持ち帰ることを
望んでいる。ホテルの宣伝になるし、客
室係の手間が省ける。
ハ　冷蔵庫内の飲・食料品は全てチェック
は難しい。利用客も注意すべきであろう。
ニ　清掃の際、小さな物は見落とすことは
ある。ホテル側は防止策として、ゴミ（ゴ
ミ袋）は３日間保管している。気がつい
たら遠慮せず早めに届けて、ホテルへの
疑念を持たないで欲しい。

　「働きたい主婦、ママ」と「人不足なのに
応募者が来ない会社」は、どのようにマッ
チングさせたらよいのでしょうか？
　会社は、主婦、ママへの固定観念（以下
のとおり）を考え直し、会社の戦力に結び
つけて欲しいと思います。
①　主婦、ママは、お子さんが熱を出すと
休む、従って、よく休日をとる、と考え
る。しかし、一般のOLと子供がいるOLで
は年間の欠勤が２日間しか違わない（大
手調査会社の調査より）。
②　大多数の主婦、ママは週３日、１日６
時間の働き方を希望する。一方、企業は
１日８時間、週５日の勤務者を採用しよ
うとする。しかし、業務分析を見直すと、
主婦、ママのローテーションで対応でき
る場合がある。
③　家事の仕事は同時進行で行われている。
要領の良さ等能力は高いものと認識すべ
きである。
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ホテル利用のクレームと対応

主婦、ママの就職支援
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